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安全係数とは


　 構造物の安全性は，その構造物が受ける荷重と

耐荷力の大小関係によって決まる． 
　この大小関係を計算するには，実際の構造物が受

ける荷重の大きさの決定に対する不確実性や，材

料の品質のばらつきを考慮する必要がある． 
⇩ 

限界状態設計法：不確実性を考慮するために安全 
　　　　　　　　　　係数を導入する照査方法を用いる．
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安全係数とは


安全係数により配慮されている内容
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安全係数とは


標準的は安全係数の値
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安全係数の使い方


設計断面力Sd vs 設計断面耐力Rd 
○設計断面力Sd 
　　設計荷重の組合せによる断面力に構造解析係数を
乗じた値で，力を照査指標とした設計応答値 

　　外から加わる力：曲げモーメントやせん断力 

●設計断面耐力Rd 
　材料の設計強度を用いて算定した断面耐力を部材 
  数で除した値で，力を照査指標とした設計限界値 
　その部材断面が抵抗できる限界の曲げモーメントや
せん断力　
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上記の式による判定は，構造物の安全性と経
済性が満足しているかの目安となる 

⇩ 

　　　　が0.3とか0.5は過剰な安全側の設計と言

え，不経済である．


安全係数の使い方


設計断面力Sd vs 設計断面耐力Rd 
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安全係数の使い方


性能照査における安全係数


安全係数で除す
 安全係数を乗じる
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設計の流れ(応用CADに関係)


構造物の設計の流れ



